A Study of a Korean Store Sign in Okubo, Shinjuku by 吉田 さち
新宿区大久保地区のコリアン系店名看板についての一考察






















































































































段階 時代 表記の有力タイプ ターゲット 言語計画
１ １９４５以前 漢字優勢タイプ（漢語） 日本人 実体計画
２ １９４５－７０年代 カタカナ優勢タイプ（外来語） 日本人 実体計画
３ １９８０－９０年代 アルファベット優勢タイプ（英語） 日本人 実体計画




























































































































































































































韓 英 日 他 韓英 韓日 英日 韓英日 韓日他 英日他 計
漢 ２ １ ３
カ ３ ３
Ａ １１ １ １ １ １４
漢カ ２ ３ １ １ ７
漢Ａ ２ １ １ ４
漢ハ １ １ ２
漢ひ ２ ２
カＡ １ １ ２
カハ １ １ ２
Ａハ １ １
ハひ １ １
漢カＡ ６ ２ ８
漢カハ ３ １ ４
漢カひ ３ ２ ５


































ハングルを含む看板として、「鶏肉研究所 」、「 李太郎 イタロー 韓
国家庭料理専門」、「韓国路地裏食堂 カントンの思い出」などがある。
一つ目の「鶏肉研究所 」のように、ハングルと日本語の文字種で同内容を表



















しかし、多くの場合、言語と文字種は必ずしも対応していない。「春 川 チーズ タッカルビ」
は、漢字とカタカナが使用されている。「中央
シ ジャン















































































＜https : //www.city.shinjuku.lg.jp/kusei/index 02_101.html＞
４ あくまで筆者の推測によるが、「U＆美」の「美」は、韓国語で［mi］と発音する。そのため、「you and
me」と読ませているのだろう。「 鶏ドナルド」は、「マクドナルド［mkdnldz］」との類音性
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